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ブタ腎臓の ミクロソーム画分には Proや Hyp
を分子中に持つペプチ ドに対して作用する7種の
ペプチダーゼが現在知られている13).これらは7
ミノペプチダーゼ,カルボキシペプチダーゼが作
用不可能なペプチ ドに作用し,アミノ酸を遊離す
るのであって,腎臓ではこれらの酵素が相互作用
しタンパク質から由来するProあるいはHypを
含有するペプチ ドを消化し,排池と再吸収が営な
まれると推察される.尿中14)15㌧血中161の Hyp含
量はコラーゲンの代謝によるものでありこれらの
酵素活性との関係を勘案すると興味深い.
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